
興福寺所蔵 『春日社経蔵経論注文』

歴史研究室

本年も興相手)=刊行誌の古文f11 ・ ~I~和の議:Jjlt ・ 3建国を行うとともに， r興干福寺典llr文{I ~: 目録』 第 2

在の刊行準備を行った。ここでは目録部1巻収録分の節目函2サ 『春日社経政経論注文』をキli

介する。

まず本j， lrの~Il:誌を記すと.体裁は袋綴袋. 平|・紙は桁紙で， 後111ì表紙と素紙jiil表紙がある。 縦

29.0cm.般23.3cm.紙数は民{表紙を合め 9紙であるo Wk~~ はなく， 一而ほほ10行であるが，部

8 紙はg~紙をー紙綴じ込み，その-ïflìに件写している 。

本1，1):は)J;(表紙の左下に「検校 (川 II)Jとあるが，第 2紙に円二時卒徳三年良三月十六日以古

本111:写之/検校少似者11尋L~ (~日II )J とあるので. JJt正元年 (1455)から長禄三年 (1459)まで

興福寺別当であった大乗|淀尋L~の作写にかかることが長iIられる。 表紙外題には「森日社経政経

論・注文」とあるが，これはLI頭の「森日御経蔵被納経;~命寺11; 目録」を指すもので， 目録以外にそ

の関連4.J~mも記されている 。

作自社にはいくつかの経肢があったが，本tl?の経蔵は一切経践と4かされたもので，森日本社

の西方にあったらしし、。その起源は節2紙裂にも一部記されているが，寛治6年 (1092)7月に

白河上阜が金遊山話を したl時，急病になり.恭日干111の谷めということで，森自主UJfiで11]:日不退

の一切経説諭を発願したことにある。翌J':!'j'台7年3月には上阜の春日社行幸があり，政手112年

(1100) 7月6日には一切経を告・写し，その供養を仕jjJ[で行い，同15日に一切経説舗を始行して

いる。その供料として越前国河口庄が施入された。その一切経肢の経巻の収納状況を，文水元

年(1264)1 0月に賢位惣蔵司が告:き上げたものを ~!.L~が卒徳 3 年(1454 ) 3月に作写したのが

「経論等目録」である。一切経蔵には文水元年までには一切経の他，多数の経巻が納入されて

いたことが知られ興味深い。春日社に成l唯識論をはじめとして多数の経巻が施入されたことが

極々の記録にみられるから，それらの中にはこの経践に納められたのもあろう。経巻以外には，

供料庄園|剥係の重告ーや一切経蔵の経巻を用いる社百i法会執行に|刻する文書記録類も共に保管さ

れていた。

「経論等目録」以降は尋J~が告ーき加えた事項である。 rf*検校職相伝次第」は一切経政と fJ~料

庄図を恰，"Ii出した検校の次第が記されており， 別当クラスの僧が任じられているが，訂t尊は「経

論争~;図録」の末尾にあるように享徳 3 年に検校i臓にあった。「相伝次第」の次には毎日のi伝説を

行う一切経主役百口の記載がある。百人を 5番20人ずつに編成し. 1番が6日ずつ転読を行い，

1か月で一巡する。百口のうちに蔵司 5人がおり，う ち1人が惣政司で，検校の代官として経

践のことを全て奉行した。社頭転読の組織が具体的に知られる記事である。ここまでの記載は

同時になされたとみられ，本来の本容の内容と思われるが，以下の金泥唯識論告:写等の記載は

尋尊畿であるがやや訓子を異にしており，後に付加されたのであろう。(加藤 俊)
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